
　

２
月
月
３
日
（
土
）
12
時

か
ら
、
新
日
鐵
代
々
木
倶
楽

部
で
47
名
の
参
加
を
得
て
恒

例
の
東
京
四
極
会
新
年
会
を

開
催
し
た
。

　

地
元
大
分
か
ら
は
四
極
会

会
長
石
川
公
一
氏
、
百
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
長
・

野
々
下
俊
昭
氏
、
大
分
大
学

副
学
長
・
下
田
憲
雄
氏
を
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
。

　

司
会
は
大
坪
孝
幸
事
務
局

次
長
（
第
55
回
）
が
担
当
。

ま
ず
姫
野
易
之
理
事
長
（
第

44
回
）
が
挨
拶
に
た
っ
た
。

姫
野
理
事
長
挨
拶

「
昨
晩
の
雪
の
影
響
が
心
配

だ
っ
た
が
大
事
に
至
ら
ず
の

開
催
と
な
っ
た
。
本
日
は
昭

和
60
年
卒
の
小
林
伸
彦
さ
ん

の
声
か
け
に
よ
り
教
育
学
部
、

工
学
部
の
方
々
の
参
加
も
得

て
、
今
後
は
連
合
会
ベ
ー
ス

の
新
年
会
に
な
っ
て
い
く
こ

と
も
期
待
し
た
い
。
母
校
は

２
０
２
２
年
（
平
成
34
年
）

に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

四
極
会
本
部
と
し
て
も
準
備

に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全

国
の
本
部
支
部
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
直
し
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
７
月
こ

ろ
に
成
案
を
得
る
予
定
だ
。

財
政
の
立
て
直
し
に
直
面
し

て
い
る
東
京
四
極
会
で
は
、

会
費
と
と
も
に
賛
助
金
の

受
付
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
報
な
ど
の
送
付
範

囲
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
当

面
先
送
り
と
し
た
い
。
執
行

部
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
任

期
２
年
の
途
中
で
あ
る
が
、

本
年
６
月
の
総
会
を
も
っ
て

交
代
と
し
た
い
。
具
体
的
な

人
選
に
つ
い
て
は
総
会
前
の

理
事
会
に
お
諮
り
し
た
い
。

最
後
に
お
願
い
だ
が
、
私
が

今
住
む
街
の
出
身
、
稀
勢
の

里
を
見
捨
て
な
い
で
応
援
を

続
け
て
ほ
し
い
」
と
会
場
の

笑
い
を
誘
っ
て
の
挨
拶
と

な
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
石
川
四
極
会

会
長
が
、
２
０
２
２
年
の
母

校
１
０
０
周
年
に
向
け
た
準

備
状
況
、
旦
の
原
世
代
が
６

割
を
超
え
、
女
性
比
率
が

42
％
に
達
し
て
い
る
四
極
会

構
成
の
変
化
、
少
子
化
の
波

を
受
け
て
い
る
大
学
運
営
に

つ
い
て
、
ま
た
、
下
田
副
学

長
は
、
昨
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
社
会
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
学
科
で
４
学
科
体
制

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
社
会

で
通
用
す
る
学
生
の
育
成
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
挨
拶
の

中
で
披
露
さ
れ
た
。

（※

来
賓
お
二
人
の
ご
挨
拶
の
詳

細
は
次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　

そ
の
あ
と
、
久
し
ぶ
り
の

今
後
の
予
定

◆
た
ま
に
は
歩
こ
う
会

年
数
回
を
予
定

◆
東
京
四
極
囲
碁
会

年
数
回
を
予
定

◆
春
の
懇
親
ゴ
ル
フ

４
月
大
宮
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

他◆
秋
の
懇
親
ゴ
ル
フ

９
月
習
志
野
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
他

◆
平
成
30
年
理
事
会･

総
会

６
月
２
日
（
土)

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部

◆
平
成
30
年
若
手
会
員
の

集
い 

８
月
６
日
（
月) 

田
町
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー

◆
平
成
31
年
新
年
会

来
年
２
月
２
日
（
土) 

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部

・
・
・

※

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ

ガ
キ
で
東
京
四
極
会
事
務

所
ま
た
は
、
東
京
四
極
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ

せ
欄
で
お
願
い
し
ま
す
！

出
席
と
な
っ
た
衛
藤
晟
一
参

議
院
議
員
が
挨
拶
に
続
い
た
。

衛
藤
議
員
は
挨
拶
で
ご
自
身

の
問
題
意
識
と
国
政
の
状
況

を
丁
寧
に
披
瀝
し
た
あ
と
、

懇
談
の
輪
の
中
に
入
り
多
く

の
参
加
者
と
意
見
交
換
を
楽

し
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
松
浦
隆
志
事
務

局
次
長
（
第
47
回
）
に
よ
る

口
上
で
乾
杯
し
新
年
会
に

移
っ
た
。

　

宴
の
半
ば
で
、
恒
例
の
行

事
紹
介
を
松
岡
幸
秀
氏
（
囲

碁
会
幹
事
・
第
52
回
）
、
梅

谷
覚
雄
氏
（
た
ま
に
は
歩
こ

う
会
幹
事
・
第
38
回
）
・
田

中
典
明
氏
（
同
幹
事
・
第
48

回
）
、
高
橋
信
行
副
理
事
長

平
成
三
十
年

東
京
四
極
会　
新
年
会
開
催
！

検索東京四極

東京四極会ホームページもご覧ください
東京四極会HPは会報だけではカバーできない会員皆さまから
の寄稿文、歩こう会の記録、過去の会報バックナンバー、総会
や新年会のご来賓の挨拶などを掲載しています。また、HPから
も事務局問い合わせや入会・会員登録変更の連絡ができます。
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（
ゴ
ル
フ
会
幹
事
・
第
44

回
）
が
行
っ
た
。

　

東
京
四
極
会
の
名
指
揮
者

団
、
梅
谷
先
輩
と
佐
藤
勝
峰

事
務
局
長
（
第
45
回
）
の

リ
ー
ド
に
よ
る
校
歌
・
寮
歌

斉
唱
の
の
ち
、
今
回
参
加
者

の
中
で
最
高
齢
の
松
岡
昭
雄

氏
か
ら
の
ご
挨
拶
と
先
日
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
池
辺
和

郎
先
輩
（
第
25
回
）
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
た
あ
と
、
高

橋
信
行
副
理
事
長
が
中
締
め

を
担
当
。
一
同
、
こ
れ
か
ら

の
１
年
の
会
員
の
健
康
と
次

回
の
総
会
の
盛
会
を
祈
っ
て

散
会
し
た
。

松
岡
昭
雄
（
第
26
回
）、
後

藤
浩
（
第
33
回
）、
用
正
靖

彦
（
第
36
回
）、
一
万
田
道

敏
（
第
38
回
）、
梅
谷
覚
雄

（
同
）、
小

野

二

六
（
同
）、

福
田
有
序
（
同
）、
大
山
博

康
（
第
40
回
）、
友
永
英
一

（
同
）、
武

藤

孝

雄
（
同
）、

葛
城
征
志
（
第
41
回
）、
永

川
哲
明
（
同
）、
永
野
基
昭

（
同
）、
野

田

和

文
（
同
）、

松
浦
靖
弘
（
同
）
、
田
川
俊

夫
（
第
44
回
）、
竹
上
英
文

（
同
）、
高

橋

信

行
（
同
）、

姫
野
易
之
（
同
）、
溝
辺
憲

治
（
同
）、
衛

藤

晟

一
（
第

45
回
）、
佐
藤
勝
峰
（
同
）、

西
依
章
郎
（
第
46
回
）、
松

浦
隆
志
（
第
47
回
）、
田
中

典
明
（
第
48
回
）、下
村
晃
（
第

49
回
）、
伊
賀
勝
秀
（
第
50

回
）、
奥
川
隆
生
（
同
）、
森

松
祥
兆
（
第
51
回
）、
木
下

忠
夫
（
第
52
回
）、
松
岡
幸

秀
（
同
）、
石

川

公

博
（
第

53
回
）、
米
井
晃
彦
（
第
54

回
）、
大
坪
孝
幸
（
第
55
回
）、

國
廣
保
彦
（
第
56
回
）、
西

坂
憲
郁
（
同
）、梅
木
俊
宏
（
第

58
回
）、
小
林
伸
彦
（
第
60

回
）、
内
田
孝
一
（
第
61
回
）、

賀
来
良
治
（
第
62
回
）、
内

田
智
之
（
第
72
回
平
成
９
年
・

工
学
部
）、
坂
本
浩
一
（
同
・

教

育

学

部
）、
吉

田

勝

山

（
同
）、
藤
原
歩
美
（
第
88
回

平
成
25
年
）

以
上
44
名

参
加
会
員
（
敬
称
略
）
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皆
さ
ま
、
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
東

京
支
部
の
皆
さ
ん
に
は
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京

支
部
は
一
番
頼
り
に
し
て
い

る
支
部
で
す
。

　

い
く
つ
か
、
四
極
会
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま

す
。
２
０
２
０
年
に
わ
が
母

校
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
四
極
会
と
経
済
学
部
が

一
緒
に
な
っ
て
、
昨
年
10
月

に
二
つ
の
実
行
委
員
会
と
四

つ
の
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
四
極
会
会
員
は
旦
の

原
世
代
が
６
割
を
超
え
、
ま

た
、
女
性
の
比
率
も
42
％
に

な
っ
て
お
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
に
も
十
分
気
を
配
っ
た

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
四
極
会
に
お
ら
れ
た

渡
邊
博
子
教
授
が
母
校
に
戻

ら
れ
て
、
四
極
会
の
常
務
理

事
と
し
て
準
備
活
動
に
も
活

躍
さ
れ
て
お
り
心
強
い
限
り

で
す
。

　

昨
日
、
母
校
の
入
学
試
験

の
志
願
受
付
が
締
め
切
ら
れ

ま
し
た
が
、
倍
率
は
昨
年
の

３
・
５
に
比
べ
今
年
は
２
・

５
と
い
う
結
果
で
し
た
。
倍

率
が
落
ち
る
背
景
に
は
少
子

化
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
一

昨
年
の
大
分
県
の
出
生
数
は

９
０
５
９
名
で
す
。
平
成
22

年
に
は
４
万
３
千
名
だ
っ
た

の
で
、
出
生
は
四
分
の
一
に

落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
、
い

い
学
生
を
大
分
大
学
に
送
り

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

下
田
先
生
た
ち
の
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
教
員
が
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
い
い
学
生
に
育
て

て
社
会
に
出
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
会
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
来
は
大
崎
学

部
長
が
出
席
す
る
予
定
で
し

た
が
大
学
院
業
務
で
手
が
放

せ
な
く
な
り
、
私
が
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

学
で
は
、
昨
年
４
月
に
社
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
ス

タ
ー
ト
し
て
４
学
科
体
制
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
学
部
は
理
工
学

部
に
改
組
し
ま
し
た
。
東
京

四
極
会
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た

渡
邊
先
生
が
社
会
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
中
心
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も

こ
の
学
科
に
移
っ
て
き
て
、

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

社
会
全
般
の
新
し
い
知
見
を

得
る
こ
と
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
先
ほ
ど
、
石
川
会
長
か

ら
入
試
倍
率
に
つ
い
て
厳
し

い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
入
っ
て
き
た
学
生
は

鍛
え
上
げ
て
社
会
に
送
り
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て

学
部
と
し
て
も
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
！
理
事
長
の

姫
野
で
す
。
日
頃
か
ら
東
京

四
極
会
の
活
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

  

去
る
２
月
３
日
、
平
成
３

０
年
新
年
会
が
新
日
鐵
代
々

木
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
、

４
４
名
の
会
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
新
年
会
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
四
極

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

現
在 

四
極
会
本
部
に
て

「
１
０
０
周
年
記
念
事
業
準

備
委
員
会
」
に
加
え
、「
支

部
と
本
部
と
の
在
り
方
委
員

会
」
に
つ
い
て
、
本
年
７
月

に
最
終
実
行
案
を
得
る
た
め

に
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
東
京
四
極
会
も
財
政

難
に
直
面
し
て
お
り
、
会
費

を
い
た
だ
い
て
い
な
い
会
員

の
皆
さ
ん
に
は
会
の
存
在
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会

費
の
納
入
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。　
　

　

各
行
事
に
つ
い
て
は
、
２

月
３
日
の
新
年
会
に
て
続
い

て
、
参
加
者
受
益
者
自
己
負

担
を
原
則
と
す
る
と
し
て
、

昨
年
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た

件
、
平
成
30
年
度
か
ら
会

費
に
加
え
て
の
賛
助
金

の
依
頼
を
こ
の
紙
面
で
も

再
度
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

な
お
、
本
部
の
会
費
徴
収

方
法
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
７
月
ま
で
に
具

体
的
実
施
計
画
を
策
定
し
、

決
定
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
12

月
８
日
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て

東
京
四
極
会
と
本
部
は
意
見

交
換
を
行
い
、
広
範
囲
の
支

部
と
し
て
の
事
情
も
ご
理
解

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
事
案
内
な
ど
の

送
付
先
限
定
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
さ

ら
に
そ
れ
以
降
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
引

き
続
き
同
期
会
等
の
機
会
に

会
費
納
入
の
働
き
か
け
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
ま
す

ま
す
の
東
京
四
極
会
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
何
か

質
問
・
疑
問
・
意
見
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.tokyoshiwas

ukai.jp

の

問

い

合

わ

せ

メ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

石
川
会
長

　

 

ご
あ
い
さ
つ

下
田
副
学
長

　

 

ご
あ
い
さ
つ

会
費
納
入
の
お
願
い
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溝
邉 

昭
一 (

第
26
回)

平
成
29
年
３
月
８
日

轟
木 

昭
男 (

第
25
回)

平
成
29
年
５
月
20
日

元
吉 

英
男 (

第
31
回
・
大
４)

平
成
29
年
８
月
23
日

立
石 

正
治 (

第
40
回
・
大
13)

不
明

那
須 

貞
雄 (

第
25
回)

不
明

池
辺 

和
郎 (

第
25
回)

平
成
30
年
１
月
29
日

　

昨
年
は
将
棋
の
中
学
生
棋

士
で
あ
る
藤
井
６
段
で
将
棋

の
人
気
が
高
ま
り
ま
し
た

が
、
囲
碁
で
も
井
山
９
段
が

２
回
目
の
７
冠
を
達
成
し
て

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
に
な
っ
て
も
、将
棋
の
羽

生
、
囲
碁
の
井
山
と
二
人
で

国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
、今

後
も
将
棋
と
囲
碁
両
方
の
盛

り
上
が
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
私
た
ち
の
Ｏ
Ｂ
囲
碁

会
は
、３
か
月
ご
と
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
２
月
、
５
月
、

８
月
、
11
月
が
基
本
で
す
。場

所
は
田
中
典
明
さ
ん(

第
48

回)

の
ご
紹
介
で
、Ｊ
Ｒ
新

宿
駅
の
南
口
か
ら
近
い
新
宿

囲
碁
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

集
ま
っ
た
人
数
に
よ
っ
て

総
当
た
り
戦
に
し
た
り
、
２

組
に
分
け
た
り
し
ま
す
が
、

朝
の
10
時
か
ら
始
め
て
も
５

回
の
対
局
で
一
杯
で
す
。
直

近
の
会
で
は
優
勝
決
定
戦
が

で
き
ず
、
２
人
が
同
率
で
優

勝
を
分
け
合
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
に
は
級
ク
ラ
ス

の
方
か
ら
段
ク
ラ
ス
の
方
ま

で
幅
広
く
い
ま
す
の
で
、
棋

力
に
関
わ
り
な
く
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
夕
方
か

ら
は
、
近
く
の
居
酒
屋
で
懇

親
会
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
四

極
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

各
会
の
優
勝
、
準
優
勝
、
参

加
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

平
成
29
年
５
月
19
日 

優
勝
： 

中
里
利
男
、
準
優
勝
： 

梅
谷

覚
雄
、
参
加
者
： 

簑
部
源
治
、

松
浦
靖
弘
、
葛
城
征
志
、
田
中

典
明
、松
岡
幸
秀

平
成
29
年
８
月
21
日 

優
勝
： 

豊
田
秀
造
、
準
優
勝
： 

葛
城

征
志
、
参
加
者
： 

弓
部
義
繁
、

簑
部
源
治
、
松
浦
靖
弘
、
溝
辺

憲
治
、
江
川
和
昭
、
田
中
典

明
、松
岡
幸
秀

平
成
29
年
11
月
27
日 

優
勝
： 

河
野
晶
二
郎
、
準
優
勝
： 

松

浦
靖
弘
、
参
加
者
： 

弓
部
義

繁
、
簑
部
源
治
、
中
里
利
男
、

梅
谷
覚
雄
、
溝
辺
憲
治
、
田
中

典
明
、豊
田
秀
造
、松
岡
幸
秀

平
成
30
年
３
月
１
日 

優
勝 

２
人
： 

簑
部
源
治
、
江
川
和

昭
、
参
加
者
： 

後
藤
浩
、
梅
谷

覚
雄
、
小
野
二
六
、
河
野
晶
二

郎
、
松
浦
靖
弘
、
葛
城
征
志
、

溝
辺
憲
治
、
田
中
典
明
、
豊
田

秀
造
、松
岡
幸
秀

幹
事
： 

松
岡
幸
秀

　

９
月
25
日
快
晴
無
風
の
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も

と
、
恒
例
の
秋
の
懇
親
ゴ
ル

フ
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

戦

場

は

習

志

野
Ｃ
Ｃ
ク

イ
ー
ン
コ
ー
ス
。
女
王
様
の

名
の
通
り
池
・
バ
ン
カ
ー
・

立
ち
木
を
絶
妙
に
配
し
た
美

し
い
コ
ー
ス
な
が
ら
、
礼
儀

正
し
い
シ
ョ
ッ
ト
を
し
な
け

れ
ば
た
ち
ま
ち
罰
を
与
え
ら

れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。
11
名
の
参

加
者
の
中
で
自
他
と
も
に
実

力
者
と
認
め
る
石
松
英
二
さ

ん
が41

ー38

＝79

の
好
成

績
で
見
事
な
ベ
ス
グ
ロ
優
勝

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
全
員

の
平
均
値
が94.6

と
皆
さ

ん
ま
ず
ま
ず
の
出
来
に
お
お

む
ね
満
足
さ
れ
た
ご
様
子
で

し
た
。

　

打
ち
上
げ
の
席
で
は
約
１

時
間
に
及
ぶ
自
己
紹
介
で
卒

業
後
の
人
生
経
験
や
楽
し
い

老
後
の
過
ご
し
方
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
に
披
露
さ
れ
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

東
京
四
極
会
で
は
春
と
秋

に
懇
親
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
会
場
な
ど
も
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
非
常
に
気
楽
な
会
で
す

の
で
お
互
い
声
を
掛
け
合
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
く
よ
う
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

幹
事
： 

高
橋
信
行

　

昨
年
８
月
７
日
（
月
）
18

時
30
分
よ
り
ニ
ュ
ー
ト
ー

キ
ョ
ー
第
一
田
町
店
に
て｢

若
手
会
員
の
集
い｣

を
開
催

し
た
。

　

昭
和
58
年
以
降
卒
業
の
会

員
と
東
京
四
極
会
役
員
と
で

納
涼
を
兼
ね
た
懇
親
会
と

な
っ
た
。
ま
ず
、
勤
務
先
を

含
め
た
近
況
・
自
己
紹
介
が

あ
り
、
懇
談
に
入
り
、
さ
ら

に
新
し
い
１
０
０
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
四
極
会
本
部

お
よ
び
東
京
四
極
会
へ
の
要

望
な
ど
を
話
し
て
も
ら
っ

た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
実

施
行
事
予
定
を
説
明
し
、
同

期
の
方
々
に
行
事
参
加
を
促

す
事
を
お
願
い
し
た
。
最
後

に
今
年
も
、
来
年
こ
そ
は
若

手
の
参
加
を
も
っ
と
増
や
す

こ
と
を
約
し
、
散
会
し
た
。

　

出
席
者
（
敬
称
略
）
は
次

の
通
り
。

梅
木
俊
宏(

Ｓ
58)

、
小
林
伸

彦(

Ｓ
60)

、
内
田
孝
一(

Ｓ

61)

、
加
来
公
広(

Ｓ
61)

、

黒
木
益
尚
（
Ｓ
63
）
、
丸
尾

克
弘(

Ｈ
９)

、
佐
々
木
準

(

Ｈ
23)

、
宮
本
晃
成(

Ｈ

29)

、
姫
野
易
之(

Ｓ
44)

、

佐
藤
勝
峰(

Ｓ
45)

、
西
依
章

郎(

Ｓ
46)

、
下
村
晃(

Ｓ

49)

、
野
村
聡(

Ｓ
52)

、
石

川
公
博(

Ｓ
53)

、
米
井
晃
彦

(

Ｓ
54)

、
大
坪
孝
幸(

Ｓ
55)       

計
16
人

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

東
京
四
極
会

　

 ｢

若
手
会
員
の
集
い｣

開
催

囲
碁
会
の
報
告

秋
の
懇
親
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
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